

























































                                                  
1 ワールカリー派は vārkarī panth と呼ばれるが、「教団」といった明確な組織
は形成されていない。ここでは、ワールカリー「派」と訳出した。ワールカリー
派については、拙稿「ジュニャーネーシュヴァルのバクティとヴァールカリー派」、
『亜細亜大学国際関係紀要』第 5 巻第 2 号、pp. 21-43、1996 年を参照されたい。 
2 マハーラーシュトラのサントたちのバジャンの一形式で、ヴィッタル神への賛
歌を指す。ラナデーによると、「人間の魂と神の関係に関して、心から溢れ出る




マラティー川のほとりにキャンプした」とある[Deleuly 1960: 194]。 






ィール・ソーメーシュワル Vīr Someśvar を讃える一文（1236 年）がみ
つかっている。興味深いのは、「パンダルプールを‘パンダルゲー’、ま
た、ヴィトーバーを‘ヴィタル’または‘ヴィッタル’」と記述している点























































                                                  
3 バヒナーバーイーのアバングに Jñānadeve racial pāyā । raciyele devākayā ।। 
nāmā tayācā kiṅkar। teṇe kelā hā vistār।। Janardan Eknāth। dhvaj ubhārilā 
bhāgvat।। bhajan karā sāvkāś। Tukā zālāse kaḷas।।「ニャーナデーヴ（ジュニャ
ーネーシュワル）が(ヴィッタル信仰という)寺院の基礎を築き、ナームデーヴが壁
を作り、エークナートが中心の柱を建てた。そして、バジャンを広め、トゥカー





















































































 この時期、パンダルプールのヴィッタル寺院は 1610 年にナームデー






































 1715 年にはシュリーグルスヴァーミーŚrīgurusvāmī が『パーンドラ
ンガ・マーハートミヤ Pāṇḍhuraṅga-māhātmya』を、1760 年にはマヒパ
テ ィ Mahipati も 、『 パ ー ン ド ラ ン ガ ・ マ ー ハ ー ト ミ ヤ
Pāṇḍhuraṅga-māhātmya』を著し、パンダルプールにおけるヴィッタル
神信仰の縁起に言及している。 
 第４代ペーシュワー、マーダヴ・ラーオ Mādhav Rao (在位 1761-72)
の治世には、パンダルプールは「パンドゥラング・ニロ（パーンドゥ
ラングの住まい）」の名で広く知られるようになり、定期的なアーシャ




































ンドゥー教徒が 15,267 人、200 名がジャイナ教徒、804 人がムスリム
で、4 人のキリスト教徒という内訳が出ている。また、1855 年には市






後の特筆すべき出来事は、サネーグルジー Sane Gurujī (1899 -1950)6の
断食による抗議行動などを通して、ヴィタル寺院が 1947 年に「不可触
民」に開放されたことである。巡礼者の数は年を追うごとに増加し7、
                                                  
5 SSRPD＝Selections from the Satara Rajas’ and Peshwas’ Diaries.ペーシャワ
ーの公文書。 
6 Pandurang Sadashiv Sane (1899 -1950),  Sane Guruji サネー先生の愛称で
親しまれている、教育者、社会活動家。児童文学も多数残す。 
7年によって変動はあるが、巡礼参加者は 50 万、60 万人に上る年もある。1970
年のレポートによると、平均 40 万人の巡礼者がある[Commission report:23]。






























                                                                                                                   
India 11 July, 2008]とある。 








































                                                  
10実際あまりの混雑のために、「ヴィッタル神の足に触れるダルシャンは 1 分間
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